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 令和５年度 自己評価及び学校関係者評価書 

 

                                       令和６年３月 

                                   江別市立大麻泉小学校 

１ 本年度の重点目標 

 

  

 

２ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

分 

野 
評価項目 

自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 改善の方策 

自己評価

の適切さ 

改善策の 

適切さ 

経 
営 
方 
針
の
重
点 

○教育目標の具現化を意識し、日常の

教育活動を推進することができた

か。 

・意欲を引き出す教育活動の推進 

・活動と伸びの「見える化」 

A ・新型コロナ感染症が５類に移行したこと

を受け、できることから教育活動を行っ

てきた。児童の意欲を引き出すために、

学年・学級経営において、「自己肯定感」

を高めるよう努めてきた。 

・活動の「見える化」を意識し、取り組ん

できている。体力テストの歴代記録、読

書貯金等の目標達成状況を掲示したりす

ることにより、子供の意欲を高めようと

努めた。次年度も、「主体的に学ぶ意欲」

を引き出す工夫について知恵を出し合

い、教育活動を推進していきたい。 

A A 

○学級、学年の枠を超え、「協働体制」

に基づくチームワークが発揮され

たか。 

・全職員で全校児童を育てる 

A ・何においても「指導の統一化」が重要で

ることを意識してきた。学習や生活面に

おいて、常に情報共有を行い、「指導のば

らつき」がないよう努めてきた。 

・担任だけではなく複数の教職員で指導・

支援を行い、教育効果を高めている。 

・職員研修において、個々 の教育技術（教

科指導、生徒指導、ICT 活用など）につ

いて紹介したり、交流したりすることに

よって、教職員全体の技量の底上げを図

ってきた。特に、初任層にとっては、有

意義な機会となった。 

A A 

夢を育み、未来を切り拓く、子どもの育成 

～認め合い、主体的に考え、よりよく行動する子ども～ 
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【目指す児童像の実現に向けた取組】 

○自ら気持ちを込めた挨拶をするとともに、継

続的に児童に対して指導することができた

か。 

○イズミズム（学習規律）を身に付けさせる指

導を行い、意欲をもって学習に取り組むよう

指導することができたか。 

○児童が自分のよさを自覚できる場を意図

的・計画的に設定し、自己肯定感を高め、相

手を気遣うことができるような指導を重ね

ることができたか。 

○運動に親しむ機会を意図的・計画的に設定

し、運動の楽しさを実感させることができた

か。 

A ・挨拶、進んで学習に取り組む、自己肯定

感、いずれも児童アンケートにおいて高い

評価を得ることができた。学校での日常的

な指導はもとより、家庭のバックアップも

大きい。引き続き、学校や家庭、地域と連

携し、児童の育成に努めていきたい。 

・運動能力については、取組が結果へとつ

ながり、多くの種目で全国の平均値を上回

る結果であった。また、体力テストの歴代

記録を掲示することで、児童の運動への意

欲を引き出すよう努めた。 

A A 

教 

育 

課

程 

 

学

習

指

導 

○地域や学校の特性を生かし、創意と 

調和のとれた教育課程の編成・実

施・評価を進めることができたか。 

A ・新型コロナ感染症が５類に移行したこと

で、対話や交流などの場面が日常的にな

り、学習の質も向上した。 

・学校行事についても、コロナ禍前に戻し

つつも、実態に合わせて実施方法を変更

したり、工夫したりしながら、効率よく

取り組むことができた。 

・６０分授業は、定着している。今年度の

実践を振り返り、創意工夫を凝らした教

育課程の編成に今後も努めていきたい。 

A A 

○ICTを活用する等、わかる授業づく

りに努め、確実な定着につなげるこ

とができたか。 

A ・ICT（一人一台端末や電子黒板等）を活用

した授業実践は、どの学年においても日

常的に行われており、効果をあげている。

今年度から導入したデジタルドリルは、

朝学習や宿題等でフルに活用し、児童の

学力向上や教職員の負担軽減につながっ

た。 

・授業の中で、終えられなかった学習や十

分に理解できなかった学習をそのままに

せず（やりっ放しにしない）、昼学習（給

食準備時間）等でケアする取組の質を高

めたい。 

A A 
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○児童の実態に沿った校内の研究課

題を設定し、理論に基づく実践を積

み重ね、教職員としての専門性向上

に努めたか。 

A ・教職員が自らの持つ指導技術を広めたり、

児童役となって模擬授業を行ったりする

など、授業改善を行ってきた。 

・研究内容やその取り組み方については、

外部講師の方からご助言いただいたが、

研修の内容をいかに個々 の授業力向上に

つなげるかが継続中の課題といえる。 

A A 

生

徒

指

導 

○いじめの未然防止・早期発見・早期

対応に組織的に取り組むことができ

たか。また、児童会活動や学級活動に

おいて意図的・計画的な取組を推進で

きたか。 

A ・いじめの未然防止の取組については、３

回の「いじめアンケート」をベースにし

ながら、教育相談の充実を図ってきた。

教育相談を設定し、全児童との面談も行

っている。「先生は見てくれている。」と

いう安心感を児童に与えることができる

ように今後も学校全体での取組を継続し

たい。 

・いじめ根絶に向けた児童会の取組も推進

している。 

A A 

○児童交流を定期的に実施し、『全職

員で全校児童を育てる』意識を持ち

ながら組織的な指導を推進するこ

とができたか。 

A ・「全校児童を全教職員で育てる」というこ

とは学校長の経営方針に強く打ち出され

ているものであり、教職員の意識も高い。

時間の確保に難しさもあるが、職員会議

で「児童交流」の機会を設定し、全職員

で全校児童の状況（よさや課題）につい

て共有するようにし、効果をあげている。 

A A 

道

徳

教

育 

○対話を通して学び合い練り合う活

動を充実させる授業づくりによっ

て、生命を尊重する心や他者を思い

やる心を組織的に全教育活動の中

ではぐくむことができたか。 

A 

 

・道徳の授業では、自分の思いや考えを豊

かに表現する手立てを工夫し進めること

ができている。 

・道徳は研究テーマでもあったことから、

重点的に取り組んできた。授業の終わり

には、その時間での自己の変容について

振り返る場面を設定し、自身の成長を感

じさせるよう努めてきた。道徳教育は、

授業のみならず、全教育活動の中で確実

に行うべきものである。今後も学級経営

や児童交流の中で、道徳教育について大

切に扱っていきたい。 

A A 
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特

別

活

動 

○様々な集団活動に自主的・実践的に

取り組み、互いのよさや個性、多様

な考えを認め合う風土を醸成する

ことができたか。 

A ・学校行事や児童会活動も、コロナ禍前の

ように実施することができ、互いのよさ

や個性、多様性、多様な考え方に触れる

学びの機会を充実させることができた。 

・今後も、児童会活動やボランティア活動、

異学年との交流、地域の方々 との交流な

ど、教育目標や重点と照らしながら、実

施していきたい。 

A A 

健康

安全

指導 

○自らの心身を鍛え、自他の生命を

尊ぶ実践的態度を育てる健康・安

全指導の充実に努めることができ

たか。 

A ・栄養教諭による「食育」、タイムリーな「保

健便りの発行」など、様々 な活動を通し

て児童の健康に対する意識を高めること

に取り組んできた。 

・児童引き渡し訓練を設定し、有事の際に

混乱を招くことのないようにしている。

また、地域安全マップを充実させた。 

A A 

家庭 

地域 

との

連携 

○教育活動の実施に必要な人的また

は物的な体制を家庭や地域の協力

を得ながら整え、連携及び協働を深

めることができたか。 

A ・毎月の交通安全指導やスキーボランティ

アなど、家庭や地域の協力を得ながら、

円滑に連携をとることができた。 

A A 

小

中

一

貫

教

育 

○中学校区の「めざす子ども像」に基

づき、大麻東中・大麻東小と連携を

取りながら、自校の教育活動を推進

することができたか。 

A ・合同会議において、各部会で進捗状況を

確認しながら、業務推進にあたった。 

・乗り入れ授業や部活動体験、研究授業の

参観など、中学校区で連携を密にしなが

ら、互いの学校の実態を把握し、自校で

の取り組みに生かすよう努めた。 

A A 

【評価項目の設定、達成状況及び改善の方策に関する学校関係者評価委員の意見】 

・児童アンケートに関わって、読書の冊数に対する評価がやや低いが、評価の観点を「冊数」よりも

「読書の楽しさ」や「読書が好きかどうか」にすると良いのではないか。 

・全校統一した学習規律（イズミズム）の指導は、すばらしいことなので、引き続き継続してほしい。 

・不登校児童がいない点もすばらしい。引き続き、児童が安心して学校生活を送れるよう、努めてい

ただきたい。 

・ICTの活用が進んでいる。低学年の頃から、スキルを積み上げることが大切である。 

・中学校区で連携して教育活動を行っていることは、大変良いことである。９年間を見通す中で、小

学校段階で必要な力をしっかり身に付けさせてほしい。                                                                                                                                                                                                                                                                                         
 

【評点】Ａ：よい  Ｂ：おおむねよい  Ｃ：ややよくない  Ｄ：よくない 


